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お　

知　

ら　

せ

　

こ
れ
は
宝
く
じ
の
社
会
貢
献
広
報
事
業

の
一
環
と
し
て
、
財
団
法
人
自
治
総
合
セ

ン
タ
ー
が
行
う
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事

業
」
が
活
用
さ
れ
た
も
の
で
す
。
荘
田
自

治
会
で
は
、「
皆
で
協
力
し
て
除
雪
し
よ

う
」
と
、
集
落
内
の
除
雪
の
出
動
態
勢
を

整
え
ま
し
た
。

　

１
月
９
日
に
、
新
春
恒
例
の
大
山
町
消

防
出
初
式
が
、
名
和
農
業
者
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
セ
ン
タ
ー
で
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。
昨

年
は
県
内
で
感
染
者
が
急
増
し
た
た
め
中

止
と
な
り
、
２
年
ぶ
り
の
開
催
と
な
り
ま

し
た
。

　

感
染
症
対
策
を
講
じ
た
式
典
で
は
、
消

防
活
動
に
お
い
て
功
績
が
あ
っ
た
大
山
町

消
防
団
及
び
、
団
員
40
人
へ
の
表
彰
等
を

行
い
ま
し
た
。

　

式
典
後
は
屋
外
に
移
動
し
、
消
防
団
員

が
一
糸
乱
れ
ぬ
団
結
力
で
力
強
く
分
列
行

進
、
一
斉
放
水
も
披
露
し
て
今
年
１
年
の

無
病
息
災
を
願
う
と
と
も
に
、
防
火
、
防

災
意
識
の
高
揚
を
図
り
ま
し
た
。

　

大
山
町
消
防
団
は
、
住
民
の
皆
様
の
生

命
や
財
産
を
守
る
縁
の
下
の
力
持
ち
と
し

て
日
々
の
活
動
を
続
け
ま
す
。

　

3
月
11
日
（
金
）
に
Ｎ
Ｔ
Ｔ
に
よ
る
電

話
交
換
機
工
事
が
行
わ
れ
る
た
め
、
西
部

消
防
管
内
に
お
い
て
午
前
１
時
か
ら
2
時

ま
で
の
間
で
約
3
分
間
、
１
１
９
番
通
報

が
繋
が
ら
な
く
な
り
ま
す
。
繋
が
ら
な
い

場
合
は
、
１
１
９
番
を
掛
け
直
す
か
、
西

部
消
防
局
指
令
課

０
８
５
９-

35-

１
９
６
０
に
お
か
け
く
だ
さ
い
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
に
よ
り
荘
田
自

治
会
に「
除
雪
機
」が
整
備
さ
れ
ま
し
た

西
部
消
防
局
か
ら
重
要
な
お
知
ら
せ

　

大
山
町
総
合
計
画
（
大
山
町
未
来
づ
く

り
10
年
プ
ラ
ン
）
の
「
基
本
計
画
」
の
改

訂
に
あ
た
り
、
令
和
３
年
３
月
26
日
に
、

大
山
町
総
合
計
画
改
訂
審
議
会
に
諮
問
を

行
い
ま
し
た
。

　

審
議
会
で
は
、
計
６
回
の
会
議
を
行
う

中
で
熱
心
に
議
論
を
重
ね
ま
し
た
。

　

こ
の
た
び
、
審
議
結
果
が
取
り
ま
と
め

ら
れ
、
令
和
３
年
12
月
27
日
に
、
押
村
克

彦
審
議
会
会
長
か
ら
答
申
を
受
け
ま
し
た
。

　

こ
の
答
申
を
基
に
、
今
後
、
大
山
町
総

合
計
画
（
大
山
町
未
来
づ
く
り
10
年
プ
ラ

ン
）
の
「
基
本
計
画
」
の
改
訂
案
を
決
定

し
、
令
和
４
年
３
月
に
行
う
町
議
会
定
例

会
に
提
案
し
て
い
き
ま
す
。

　

詳
細
は
大
山
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

大
山
町
総
合
計
画
改
訂
審
議
会
か
ら

答
申
を
受
け
ま
し
た

▲町長へ答申を渡す押村会長（右）

消
防
力
の
集
結
！

　
　

大
山
町
消
防
出
初
式

▲整然とした敬礼

▲鳥取県知事竿
かんとうじゅ

頭綬を受賞

　火災を引き起こすのは、わ

ずかな不注意によるものが多

く、意識次第で火災は防ぐこ

とができます。

　私たち一人ひとりが防火意

識を持ち、恐ろしい火災から

あなたの大切なものを守りま

しょう。

▲宝くじマスコット
　「クーちゃん」

▲

雪
に
備
え
て
準
備
万
全


